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はじめに

日本語教育という分野が盛んになり始めたのは、わずか 40 年ほど前で、
それまでは日本語教育はいかにも細々とした分野でした。それが今や、大学
における各種の日本語教育や日本語学校における日本語教育にとどまらず、
生活者のための日本語教育、就労外国人のための日本語教育、看護師・介護
福祉士候補者のための日本語教育、外国にルーツを持つ児童・生徒のための
日本語教育など分野も多岐にわたり、学習者や教授者も劇的に増え、日本語
教育という分野は現在も引き続き拡大しつつあります。筆者自身は過去約
40 年にわたって外国出身学生に対する日本語教育に携わってきました。そ
して、この間の日本語教育と日本語教育学の発展に一人の当事者として関わ
り、またそれをずっと見守ってきました。

日本語教育という仕事をしていながら、筆者の研究分野は日本語の研究で
はありません。むしろ、応用言語学や第二言語習得研究などの方面です。ま
た、それにあきたらず、認知心理学、文化心理学、文化人類学、発達心理
学、社会学、言語哲学などの分野にも関心を向けて、第二言語の習得や教育
に関連する示唆や洞察を得ようとしてきました。他方で、具体的にさまざま
な日本語の教材を制作し出版する仕事もし、それぞれの教材の背後で想定さ
れている言語についての考え方や言語の習得と習得支援についての考え方な
ども公表してきました。

そんな筆者から見ると、現在の日本語教育の大勢は相変わらず広い意味で
の日本語そのものへの関心がひじょうに強いです。そして、入門から中級く
らいまでの日本語教育に目を向けると、さまざまな教授活動が実施されては
いますが、結局のところは、文型・文法事項や語彙や漢字などの習得がねら
いとされているようです。つまり、実際に日本語を教える人の仕事の重要部
分は、文型・文法事項などの観点からであれ実用的なコミュニケーションの
仕方の観点からであれ、学習事項として選ばれ教材に提示された個々の言語
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事項を巧みに指導し習得させることとなっています。このような旧態依然の
パラダイムが、現在でも日本語教育の大勢を占めています。そして、そのよ
うなパラダイムの下での教育が有効に機能しないことが、非漢字系の学習者
が大部分を占めるようになった学校などで明らかになってきています。それ
以前の日本語教育の成果が中国語を母語とする学習者の漢字知識に基づく

「底上げ」の結果だったことが白日の下に晒されたわけです。
日本語教育は過去 40 年で著しく拡大しましたが、相変わらず優れた成果

が見込めない古いパラダイムにしがみついています。そして、そのようなパ
ラダイムを乗り超えて、「このような教育を企画して、このような教材を制
作して、このような教育を実践すれば、優れた教育成果を上げることができ
る」という新たな見通しを描いて共有することが今でもできていません。本
書では、そうした古いパラダイムを乗り超えて新しい日本語教育実践を創造
するための入門から中級までの構想とそれに関連して日本語の習得と習得支
援の理論と原理について考えたいと思います。

本書では、応用言語学や第二言語習得研究などの概論をするつもりはあり
ません。そのような本は他にたくさんあります。それよりもむしろ、新しい
日本語教育の構想を具体的に提示して、それに関わる形でさまざまな理論や
研究を提示します。それらは、長年日本語教育の実践に携わってきた筆者が
練り上げた構想の背後にある、一定の一貫性のある形にまとめ上げられた理
論と研究です。それらの総体は、日本語教育のための第二言語教育学となり
ます。教育実践者によるこのような第二言語教育学は日本語教育の企画と実
践の基盤となるべき重要な研究領域でありながら、先に言ったようにこれま
での日本語教育では日本語そのものへの関心が強すぎたために日本語教育者
の間ではほとんど議論されることがありませんでした。本書が日本語教育に
携わる各々の先生方が自身の教育実践や言語教育観やその背後にある言語観
や言語習得観などをクリティカルに振り返る機会となり、日本語教育の世界
でこうした第二言語教育学的な議論が活発に展開されるきっかけになること
ができれば幸いです。

本書では、すでに日本語教育の経験がある方を主な読者として想定してい



BOOK SAMPLE  ©Kurosio Publishers

はじめに　　xi

ます。しかし、日本語教育を志望している大学生や大学院生の人たちにも、
従来の日本語教育学にない視点で日本語の習得や習得支援を考えるというこ
とで、ひじょうに有益で刺激的なものになっていると思います。また、大学
等で日本語教員の養成課程などを担当している方で第二言語教育学方面に必
ずしも詳しくない方々にも有用な情報と観点を提供できると思います。もち
ろん、教員養成課程で第二言語習得論などの科目を設定して、同科目の教科
書として活用することもできます。
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プロローグ

新次元の日本語教育実践の創造に向けて
─ 即物主義の日本語教育からの脱却 ─

□ これまでの日本語教育の振り返り

日本語教育とは何か

大部分の学習者は日本語ができるようになることを望んで日本語を勉強し
ています。そして、日本語教育というのは、そのような学習者を日本語がで
きるようにすることがそもそもの目的です。
「日本語ができる」ことを「日本語で言語活動に従事することができる」

ことと少し分析的に言い換えると、「日本語ができるようになる」こと、つ
まり日本語が上達することは、より広範な言語活動や、より高度な言語活動

に、より有効に従事できるようになることとなります。「言語活動に従事す
る」というのは、「話す」、「聞く」、「読む」、「書く」、「相互行為をする」な
どの言語活動のモードに関わりなく現実の言語活動として実際にそれができ
るということです。一方、専門職的な仕事としての教育というのは、計画的
で組織的に行うものです。そうすると、日本語教育とは、学習者において日
本語が上達するように計画的で組織的に支援する営みの総体となります。さ
らに、これに構想という視点を加えると、日本語教育とは、学習者において

日本語が上達するように学習と教授を有効に導くべく教育を企画し教材を準

備して、そして、具体的にそのような教育を専門職としての教師が実践する

という営みの総体となります。
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第 1 章

新たな日本語教育の構想
─ 自己表現活動中心の基礎日本語教育 ─

イントロダクション

日本語教育ということを、日本語の文型・文法事項や語彙や漢字などを教
えるというふうに即物的に規定するのは適当ではありません。日本語の教師
の仕事は、ただ文型・文法事項などの言語事項の指導を請け負うことではあ
りません。日本語教育というのは、学習者が日本語ができるようになること
が目的で、教師たちが協働してそうなるように学習者を総合的に導き支援す
ることです。そして、そのようなことを組織的に成功裏に行うためには、そ
うした教育実践を導くための仕掛け、つまり工夫された教育企画と教材が必
要です。

本章では、入門から中級までの表現活動中心の日本語教育の前半部となる
自己表現活動中心の基礎日本語教育について話します。構想の手順に沿っ
て、基本構想、企画と教材、第二言語習得の基本原理、授業の役割の順で論
じます 1。さらに、教育企画についての Widdowson（ウィドウソン）の議論を
参照しつつ、表現活動中心の日本語教育の意味を改めて確認します。

1　新たに習得しようとしている言語を本書では第二言語と呼んでいます。外国語でもいいのです
が、研究では一般に第二言語という用語が使用されているので、それに準じました。
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第 2 章

新しい日本語教育実践の創造のための 
出発点①

─ 第二言語の習得促進要因の再考 ─

イントロダクション

1984 年、東京。JALT（全国語学教育学会）コンファレンスの基調講演の会
場を埋める数百人の聴衆は、講演者のよどみのない話に聴き入った。かれの
名前は、Stephen Krashen（スティーブン・クラシェン）。カリフォルニアか
らやってきたこの精力と自信にあふれる研究者は、第二言語習得についての
自身の仮説である入力仮説を提示し、次から次へとたたみかけるようにそれ
を支持する証拠を挙げてその仮説の正しさを滔々と主張した。そして、かれ
の推奨する教育方法の根幹となる「comprehensible input!（理解可能なイン
プット）」という言葉をほとんどお題目のように何度も何度も唱えた。

聴衆の反応の実際のところはわからない。しかし、Krashen のよどみない
話術と 2 時間ほどの講演の間に何度も繰り返された「comprehensible input!」
という言葉に魅せられた聴衆がかなり多いことは講演中の雰囲気と講演終了
時の万雷の拍手とで想像できた。かれの話し方は聴く者に「これは反論の余
地のない科学的な事実だ」という印象を与えた。「Krashen の仮説は、第二
言語教育に革命を起こすだろう」とさえ思わせた。と同時に、わたしは、
Krashen はこのような講演を全米各地は言うまでもなく、世界各地で重ねて
いるのだろうと想像した。「Krashen 教」を布教するように。

これは、今から 40 年近く前に実際に筆者が経験したことの後日の再現で
す。筆者自身はすでに Krashen の本を読んでいて、かれの主張はあらかじ
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第 3 章

新しい日本語教育実践の創造のための 
出発点②

─ 習得対象としての日本語と日本語の習得 ─

イントロダクション

第二言語を学ぶというと、一般には、即座に、文法と語彙と発音の仕方を
身につけなければというふうに考えます。それに文字・表記を加えたものが
前章の 1-1 の F（p. 43）のような 4 つの言語知識の領域となります。そして、
その中でも、従来の日本語教育では、文法が主要な教育内容として取り上げ
られてきました。しかし、日本語の文法とは何なのでしょうか。日本語で話
す（あるいは書く）ときに、どれほど文法というものが必要なのでしょうか。
また、日本語の文法は重要な教育内容としてたいへんな時間と労力を使って
一つずつ取り立てて教えられてきましたが、それは本当に適当なのでしょう
か。本章では、このような問題について改めて考えたいと思います。

まずはじめに、身近なところで主として英語との対比で日本語がどのよう
な言語かを検討します。そして、日本語は欧米語の場合のような形式文法を
免れていることを明らかにします。次に、そんな日本語のどこが習得がむず
かしいかについて議論します。そして、従来の日本語教育では本来は特段に
むずかしくない「文法」を取り立てて扱うことでわざわざ学習困難点を作っ
ていたのではないかという指摘をします。さらに、そうした検討と議論に基
づいて日本語教育を企画するにあたっての留意点を箇条書きにして述べま
す。自己表現の基礎日本語教育を含む表現活動の日本語教育は、それらの判
断に基づいて言葉遣いを軸として企画されたものです。そして、続く節で
は、自己表現の基礎日本語教育の 1 つのユニットを例として採り上げて、言
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第 4 章

言語の習得と集中的な習得支援
─ 対話原理とテーマ中心の教育 ─

イントロダクション

本章から第 6 章までの 3 章では、ことばのジャンルを中軸的な視座とし
て、日本語の習得を支援する教育実践の方法を理論的に検討します。本章で
は、ことばのジャンルを中心に据えて第二言語習得についての理論的な検討
を行い、それに基づいて自己表現の基礎日本語教育で各ユニットの目標を達
成するための教育実践の原理とその方法について論じます。そして、次章で
は、ユニットやテーマの枠を超えて日本語の上達を促進する習得支援につい
て議論します。さらに、第 6 章では、学習者による産出活動と進んだ段階の
習得支援について検討します。

本章では、まず言語なるものは一体何かという考察からスタートして、こ
とばのジャンルと言語象徴機構という視点を得ます。ここでの議論が表現活
動の日本語教育における言語についての見解となります。次の節では、こと
ばのジャンルとは何で、ことばのジャンルがわたしたちの言語活動従事にお
いてどのような働きをしているかなどについて検討し、言語象徴機構との関
係も明らかにします。さらに、第二言語の習得においてもことばのジャンル
に注目した習得法が必要であることを主張します。続く節では、前節での議
論を踏まえて、従来の言語教育における言語への注目の仕方を批判し、こと
ばのジャンルに注目することの重要性を説き、その議論を反映した、言葉遣
いを軸とした習得支援の方略として言語促進活動というものを提案します。
さらに、バフチンと Krashen を対比することで表現活動の日本語教育での
対話論的なスタンスを鮮明にします。そして、最後に、第 3 章の第 3 節で論
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第 5 章

総集的な習得支援と対話原理
─ 個別のテーマを超えた習得支援 ─

イントロダクション

前章では、表現活動の日本語教育の各ユニットの目標を達成することをね
らいとした集中的な習得支援の話をしました。表現活動の日本語教育では、
集中的な習得支援の他にもう一つの習得支援の活動が構想されています。そ
れが、テーマやユニットの枠を超えて日本語の上達を促進する総集的な習得
支援です。本章では、総集的な習得支援について話をし、それとの関連で、
対話原理と言語習得の関係についても検討します。

総集的な習得支援は、言語事項の習熟と言葉遣いの多様化という 2 つの側
面で言語習得を促進する言葉遣いの豊富化の活動となります。はじめに、言
語事項の習熟について話します。次に、具体的な例を挙げながら言葉遣いの
多様化の話をします。さらに、こうした言葉遣いの豊富化の話は同活動と対
話原理の関係の検討へと進みます。そして、真の言語を育成しようとするす
べての試みは、対話的交流の脈絡で行わなければならないという主張へと至
ります。

最後に、表現活動の日本語教育における習得支援のスキームが、前章で
論じたユニットの目標達成に焦点化した主として言葉遣いの蓄えの形成を
めざす集中的な習得支援と、本章で論じるテーマやユニットの枠を超えた
言葉遣いの豊富化をめざす総集的な習得支援の二層構造になっていること
を指摘し、豊かな言語促進環境創造に向けた段階的な実践のステップを提
案します。
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第 6 章

産出活動と進んだ段階の習得支援

イントロダクション

本書のここまでのところでは、言葉遣いの蓄えの形成であれ、言葉遣いの
豊富化の促進であれ、学習者が受容的に言語活動に従事する形での習得支援
と、教師が常にモニターして必要に応じて介助やフィードバックを与えなが
ら学習者が産出的に言語活動に従事する形での習得支援の話ばかりしてきま
した。つまり、どれも教師主導あるいは教師の監督の下での習得支援で、い
ずれにしても教師が直接的に関与する習得支援の活動でした。そして、教師
の監督がない状況での学習者による産出活動については特に推奨はしません
でした。しかし、授業中に学習者に発話を促すことや、ペアワークで相互に
話をする機会や、パワーポイントなどのビジュアルを準備してのミニ発表の
ような産出活動などを否定的に見ているわけではありません。筆者がそうし
た活動に慎重になるのは、そのような産出活動を行うタイミングにしばしば
問題があるからです。本章では、教師による監督がない状況での学習者によ
る産出活動をめぐってさまざまな角度から検討し、それと関連して、進んだ
段階での習得支援について話したいと思います。

まず、前章での議論を承ける形で、進んだ段階での言葉遣いの豊富化のた
めのさまざまな活動についての話から議論を始めます。そして、その議論
は、関心の焦点を基礎段階の教育から中級段階の教育と同段階の学習者によ
る産出活動にシフトさせた議論へと展開します。次に、そこまでの議論を踏
まえた上で、各々の学習段階での言葉遣いの蓄えの形成と言葉遣いの豊富化
の位置と役割をまとめます。最後に、自発性の観点から学習者による産出活
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第 7 章

文法と文法指導について

イントロダクション

第二言語の学習者も教師も、新しい言語ができるようになるためには、文
法を学ばなければならないと思っています。この「学ばなければ」が「身に
つけなければ」の意味ならば、一旦その通りと肯定していいでしょう。しか
し、「だから文法を教えなければならない。そして、学習者は文法を勉強し
なければならない」と主張されると、それは必ずしもそうではないでしょう
と反論したくなります。

いずれにせよ、教師においても、また学習者においても「文法必要論」が
強いです。本章では、表現活動の日本語教育における文法への対応を中心に
日本語の文法と文法指導をめぐって話したいと思います。

まず、第二言語教育における文法の知識とその習得について概括的に論じ
ます。次に、日本語の文法の特性について検討し、形式文法を免れている日
本語の文法と呼ばれるものは実際には語法だと指摘します。続いて、表現活
動の日本語教育における文法への対応について話します。そこでは、文法を
教えるのではなく、日本語の上達を促進する中で文法を育むという考え方を
提示します。そして、本来の直接法でも文法の習得について同様の考え方を
していたことを指摘します。最後に、そこまで論じた認識と表現活動の日本
語教育における文法への対応の上で、なお文法についての質問が出たときに
どのようにするかについて筆者の対応の仕方を紹介します。個々の質問に対
する具体的な対応を提示するのが目的ではなく、むしろ対応の方法の選択肢
を提示するのが趣旨です。
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終 章

全体の鳥瞰図としてのまとめ

イントロダクション

終章となる本章では、実際に教育を実践する教師の関心である教室での第
二言語の習得と習得支援について、第 2 章以降の議論を総括する形で本書で
の見解を箇条書きにしてまとめます。第 3 節と第 4 節がそれです。それに先
だって、表現活動中心の日本語教育がどのような問題意識を背景として、ど
のような教育構想として提案されたかを改めて確認しておきます。さらに、
第 4 章で論じた言語と言語活動と言語習得についての見解も整理しておきま
す。いずれも箇条書きにします。また、参照の便宜のために当該の箇所を記
載します。この終章は、本書全体の鳥瞰的なまとめをしようという趣旨で
す。

そうした上で、最後に、本章でまとめた諸見解（及び本書の各章で提示し
た物の見方や展開した議論）と教師の直感の関連について話します。

1．表現活動中心の日本語教育の理路

1-1　問題意識（プロローグと第 1 章のイントロダクション）

1. 日本語教育を、日本語の文型・文法事項や語彙や漢字などを教えると
いうふうに即物的に規定するのは適当ではない。また、日本語の教師
の仕事は、ただ文型・文法事項などの言語事項の指導を請け負うこと
ではない。

2. 日本語教育とは、学習者において日本語が上達するように計画的で組




